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地衛研・感染研の関与の仕組み（案）

＜現状と課題＞

○ 保健所や医療機関等の担当者が入力したデータが、データベース上にそのまま登録される仕組み。

○ 情報の迅速性という観点からは、システム導入の目的が達成されているが、現状では、誤入力やデータ欠損
等が一定の割合で発生していることも事実であり、データの精度管理という観点からは課題もある。

→ そのため、NESIDのように、入力データを地衛研・感染研がチェックし、必要に応じてデータを修正する
という複層的なチェック体制を設ける仕組みを設けることとする。

＜見直し案＞

※ 地衛研自身はデータ修正を行わないケースの例

・ 保健所・医療機関等で入力したデータを地方衛生研究所（地
方感染症情報センター）・国立感染症研究所（中央感染症情
報センター）においてチェックを行い、必要に応じてデータ
を修正
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